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地質調査所の

各部課を尋ねて

一17山

～技術部〔その5〕～

工作課

地質調査所研究用探査機器の試作と補修岩石

鉱物薄片･研磨片･テスト･ピｰスの製作およ

び実験室の空気調整運転などを行なっている

現在工作工場には旋盤8合セバｰ1合フライス

盤2合ボｰル盤3台銀盤2台足踏式勇断機1合

グラインダｰ3台噴霧塗装機器1式溶接器2式鍛

造装瞳1式たどのほか加工用小型器具を備え各種試

作品の製作･補修調整等を行なっている.

最近の試作品をあげれば次のごとくである､

11CK皿試錐機

ガソリンエンジン5盟重量90kg使用ロッド33.δ

m/mロッド回転120180250460RPM4段切

換え掘進能力50m

2.乎繭銅載ネット

スタレオ投影用の機辮で投影作業の能率化を計るも

荻)緒縞測角光学方位決実地層の亀裂等の研

究踊

締綿孔織け法に刷篶腋隊轟知理工内儀に鼠

夢γ1かた鉄微を溶巌しであ仙ミイブ状のべ二百ソバ:

土質調麓踊孔隙醸総よび溝透難測驚緒

嚇沢瀦繊は測篤欝

炭坑内のボｰリング孔を利用して石炭ガス湧舳τ1を測

定するもの

6.製図用スクライバｰ

スクライバｰ製図法による作図器具で6種製作した

曲線都の作図には至便である材料はジュラルミンを

用いた

�

タンセント視距儀(洲掃粋貝)

視距と高程角目糀が光学的装置により同1時に読みとれ

るまたその方向描一両のため視度鮮明なプラスチッ

クを使い全重量4009で軽快な操作ができる

8､砂鉄採取器

長さ1m欄5mmのパイプに開閉窓を取付けた1馴t

な牒呉であるが海底砂鉄採取に好成績をあけている

9.空中写真視差測定桿

空中耳貞から地質的特質を総含的に判定する場合硯涜

洲11定桿を用いるが従来は各.1与の視差を測定して高さ

に換算する不便があったこれを晃正して簡単に読

みとれるよう改宗した

る,

薄持⑳鎧作

薄片の郷牛方法がわが同に伝えられたのは明治初期の

ころである乱その間(90数年)地質1鉱物1鉱床学豪)

進歩と共に薄片1研磨片の製作工程も一歩一歩前進し

ながらその技術も向上してきた.そして戦前は数11等

間もしくは10数時間もかかりた手動式炸薬による薄片製

作咋繋も戦後の機械化に､kりいちじるしく能率化;きハｰ

るにいた一､た,その代表的な達､のにダずアモンドブレ

ｰドによる姶石鉱物･化二帥)細片高速度切断と適月三方位

グ)万能切断がある､

地質調査所には3章000RPM高遠肢阿転ダイア

等ンド切断機3台に五州`玉簑吋!(州血8吋ダ峠種

ブシｰドを取付け厚さ約1m1判～い洲篶の糾石(ブ)淋

片を/㌧ているほかO.08～Oパ肋mWW)薄j㌣切断

機についても就咋研究中であぞ)｡之ダ)に倣糾や膨潤

姶等の切断にはカｰボ㌻ニゲム鹸化切断伽三を液閉し撚沈

水切断を子㍗いている､

一方接着面研磨f乍業は2連式伽:燃機ギ1,200～300Rpい

5台を用い研磨板には鋳軟鉄円板を使用し荒ズリ･

中ズリ用に各種カｰボランダム研磨剤を使って薄片を製

作している.また反射顕微鏡用研磨片の鯉作は真

ちゅう･銅｡鉛･ラルヤ･皮革讐の円板を用いア1レミ�
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ナ液ダイアモンドペスト状等の研磨剤を使用して平滑

な研磨片面を作成している.

樹脂を用いて固結度を高めるなどたえず試作研究に努

力している.

なお薄片･研磨片製作に必要な研磨液については

膨潤を防ぐため軟岩質には水以外に油液を用いる等研磨

作業面にも色々創意工夫をしている.

このほかプレパラｰトヘの岩片接着には従来のカナ

ダバルサムに代えてレｰキサイドセメントを使用するた

どまた軟質岩･粘土鉱物等の薄片製作には各種合成

その他石炭哨f土･硫黄･砂鉄征どの軟質･膨潤｡

粒状性の薄片製作技術も一応完成の域に達している.

現在地質調査所では年間薄片5,000枚研磨片

1,500枚テスト“㌧ス1,500個前後を製作している

が依頼数の増大等によりさらに薄片製作全工程の機

械化を考慮中である.

傘二じ作策呈]二場

中型旋糠1ミｰリンゲ･溶擦力ll二r･塗装などが

行なわれる

試f乍品CK一皿小遡試錐機

ガソリンコニンジンを動二']と守る試錐機

で掘進深度50m運搬に便利である

工作第2工務

大型･小型擁樒やセｰパｰボｰル盤などが設備

され大型カ11工最のほか精練加1二が行なわれる�
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↓国転研磨機で反射鏡徴鐘鯖｡)研磨片の作成

3,OoORPM高遠度ダイアモンドブレｰド→

による岩石の遁走方位切断作業

←斌f11船速鋤i則版図fヒ機

コ〔作装置および実験器材

灘↓1箏バ

楼潜剤で砦片をプレパラｰトにはりつけるf乍莱

蝋一'

･韓

簿

完成した研磨片を反射顕微鏡で点険をする

'蟻鑑�
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･海外渡航･･

･小谷技官台湾へ

物理探査部小谷良隆披宙はr1一陣焚閣激

府の招きにより台湾における禽鰯鉱床の

物理探鉱に協力するとともに同調夢)物

醜探鉱事情を視察す為ため次仙朋至適

目易司E目名琶で{料弓長したなオ三一希匡翌`二主水

牛5月中旬の予定

小谷良隆技官
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